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調査の概要 

 

１ 調査の目的 

この調査は、身体障害者手帳、療育手帳もしくは精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人、ま

たは障害者総合支援法に定める障害福祉サービスもしくは地域生活支援サービスの支給決定を

受けている人、ならびに児童福祉法に定める障害児通所支援等を利用している人を対象として、

現在の生活状況やサービス等についての意見・要望をお聞きし、「第６期小牧市障がい福祉計画」

「第２期小牧市障がい児福祉計画」策定のための基礎資料とすることを目的に行いました。 

 

２ 調査方法・回収結果 

区  分 障がい者調査 障がい児調査 

調査対象者 

18歳以上の身体障害者手帳、療育手帳

もしくは精神障害者保健福祉手帳の所

持者、または障害者総合支援法に定め

る障害福祉サービスもしくは地域生活

支援サービスの支給決定を受けている

人 

18歳未満の身体障害者手帳、療育手帳

もしくは精神障害者保健福祉手帳の所

持者、または児童福祉法に定める障害

児通所支援等を利用している人 

対象者の抽出方法 無作為抽出 無作為抽出 

調査票配布数 1,063 437 

回収数（率） 552（51.9％） 250（57.2％） 

有効回答数（率） 543（51.1％） 248（56.8％） 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

調査基準日 令和２年５月１日 

調 査 期 間 令和２年５月29日～６月15日 

 

３ 調査・分析にあたって 

(1) 回答の比率は、その設問の有効回答者数を基数として算出しました。したがって、複数回

答の設問については、すべての比率を合計すると100％を超えます。 

(2) 回答率（％）は、小数点第２位以下を四捨五入しました。したがって、単数回答の場合で

あっても比率の合計が100％にならない場合があります。 

(3) 有効回答とした中には、年齢、性別、障害支援区分、障害者手帳の有無等の属性不詳があ

ります。したがって、全体の回答数と属性別の回答数の合計が一致しない場合があります。 
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(4) 選択肢が長いものについては、内容を損なわない範囲内で、要約して表記しているものが

あります。 

(5) 本調査における障害者手帳等による区分、略称は下表のとおりとしました。 

表記（略称） 区分の内容 

身体手帳 身体障害者手帳のみを所持している人 

療育手帳 療育手帳のみを所持している人 

精神手帳 精神障害者保健福祉手帳のみを所持している人 

難  病 特定医療費（指定難病）受給者証のみを所持している人 

複数所持 ３種類の障害者手帳または特定医療費（指定難病）受給者証のうち２つ以上を所持している人 

手帳なし ３種類の障害者手帳、特定医療費（指定難病）受給者証をいずれも所持していない人 

手帳なし・難病 
特定医療費（指定難病）受給者証のみの人は４人、障害者手帳を所持していない人は

７人と少ないため、図表においては両者を合わせて表記している 

 

 


